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機密性2

コンセプトの決定、コンセプトに沿った一貫性のある広報の実施

支部の広報課題と課題に応じた方針の策定

対応する施策：
・3か年の中長期型広報戦略の

策定と実行（P3）
・コンセプトに沿った一貫性のある

広報活動（P5）
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支部の広報活動における課題の整理・3か年の広報方針の策定と目標の設定
支部の広報活動においては、下記のような課題があったため、令和3年度より、PRコンサルティングに

かかる業務委託を活用し、3か年にわたって中長期的な広報計画を作成し、改善を図っている。

1.背景・経緯
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コンセプトの決定、コンセプトに沿った一貫性のある広報の実施

【広報計画における目的】

京都支部事業の認知度向上、ブランディング
各事業を推進しやすくなるためには、支部の認知度やイメージの向上、支部事業の価値の訴求が必要である。

2.広報計画

〈訴求したい当支部のイメージ・価値〉
協会けんぽ京都支部は、保有するデータやノウハウを活用し、保健事業等を通して、加入者や事業所等に対して“今の数値、状況を

お知らせ”し、また、現状を“よりよくするサポート体制”があり、また“寄り添い型のコミュニケーションを提供する組織である“ことを
訴求したい。

【目的を達成するための基本方針（1）】

（1）届いてほしいターゲットに届ける広報の実施

〈目標〉ターゲットの属性ターゲットの心理を理解し、メッセージを届けることができるようになること
コアターゲットの周辺（事業所・地域・社会）を意識し、効果的にコアターゲットへ情報を伝播できるような手法を検討・実施する。

広報計画における目的と、目的を達成するための方針の整理
PRコンサルティング事業者の知見を活用しながら、広報計画を整理した。

【目的を達成するための基本方針（2）】

（2）今後に繋がる基盤（情報インフラ・職員のスキル・メディア等との繋がり）の拡充

①事業所とのコミュニケーション、メディアとのコミュニケーションを活用した広報活動
〈目標〉「京都の健康」に関する情報提供元として、報道関係者や関係団体からの認知を獲得する。
・事業所との繋がりの強化
広報活動を通し、事業所とのコミュニケーションを活性化させることを目指している。

・第三者メディアとの繋がりの強化
ターゲットへのアプローチ方法（コミュニケーション方法）に偏りを持たせないようにするため、多様な方法による発信を
行う必要があるということから、今後さらに第三者メディアから求められるコンテンツ作りや発信手法を活用する。

②広報活動における情報インフラ（HP、LP（特設ページ）、紙媒体）等の整備・改良
〈目標〉既存の自社メディアの課題を抽出し、改善するPDCAサイクルを回せるようになること。

③広報活動における職員の知識・ノウハウの蓄積
〈目標〉協会内での情報収集、情報整理などの基礎的な活動が自立してできるようになること。 3
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コンセプトの決定、コンセプトに沿った一貫性のある広報の実施

広報計画イメージ
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2.広報計画
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「現在値（いま）」をみよう

健診を受けて

健康の「現在値（いま）」をみよう

コラボヘルスを推進して従業員や会社の「現在値

（いま）」をよりよくしよう

医療費の「現在値（いま）」をみて、
ジェネリック医薬品を使用するなど、

医療保険制度を維持するためにできることを考えよう

コンセプト

コンセプト使用例

2.広報計画 -コンセプトに沿った一貫性のある広報の実施-

PRムービーの作成

生活の中からみえる数値を意識いただく
動画や特設サイトを制作。

性別・年代は同じである3人のモデルの生活習慣とそれにかかわる数字を見せながら、視聴者に
自身の生活習慣について気づきを持っていただくことがテーマです。

脂質・塩分・カロリー
（保健G管理栄養士と
連携して作成）

時間

特設サイトイメージ
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■メディアや事業所等の、第三者の発信力を活用したターゲットへの情報発信
・これまでの支部は直接加入者個人に対し、協会が発信するのみであった。これでは情報の伝わり方に偏りがでてしまう。
→加入者の周囲への啓発を行い、コアターゲットである加入者に情報を伝播させる計画を策定、実施。（図1）
具体的には、メディアの発信力を活用することを狙ったプレスリリースや個別プロモート、事業所の発信力を活用するこ
とを狙った、宣言事業所とのコラボ座談会等の記事化を行っている。

2.広報計画 –その他：ターゲットを意識した広報-

（図1）
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実施施策 概要 施策ごとの結果（効果）

報道機関向けアプローチ

（ニュースリリースの作成・配信）

・配信サイト＠PRESSを使用し、作成した
ニュースをWEB配信を３回実施

（R4年11月15日・R5年1月16日・R5年3月8日）
・1月分から府政記者クラブへも持ち込み

令和3年度はメディア掲載に繋がらなかったが、
令和4年度は複数のメディア掲載に繋がった。
・医療専門職メディア“保健指導リソースガイド”
（２回）で紹介
・京都新聞（初の取材対応も実施）にて記事化
・教育家庭新聞
・KBS京都（２回）、保健、医療専門誌「へるす
あっぷ21」へ掲載（転載ではない）・予想を上回
る掲載数であった。

メディアタイアップ①

（記事型広告）

・京都新聞WEBタイアップ（R4年11月10日）
・地元メディア記者とのコミュニケーションを
行うことで、メディア側が必要とする情報はど
のようなものであるのかについて理解を深める
ことができた。

・合計インプレッション数
（表示されたのみの件数）： 3,051,511件
・PV数（中身を閲覧した件数）：2,725PV
・初めて京都新聞の記者と接触することができ、コ
ネクションの足掛かりができた他、メディアが求
める情報について理解を深めることができた。

メディアタイアップ②

（記事型広告）

・シティリビング京都WEBタイアップ
（R5年1月25日）
・事業所担当者様（宣言事業所）と京都支部と
の座談会の様子をプロが取材

・PV数（ページ訪問数）：1,798PV
・アンケート応募数：594件
・平均ページ滞在時間4分43秒
（※同期間サイト内平均１分39秒）
・タイアップ記事の平均ページ滞在時間が4分43秒
と、平均の3~4倍とかなり高い数値となった。

自社メディアの充実
・LP（特設サイト）ページ制作3件
（R4年11月15日・R5年1月25日・R5年3月8日）
・ライター取材を導入：支部保健師への取材

・期間中総ページビュー4,657PV 1日平均36PV 
（2023/3/23集計時点）
（R3年度は3,000件）
・ニュースリリース、メディアタイアップ、定期広
報誌発行やメルマガ配信時に、ページへの流入導

線を配置

内部体制の強化① 委託事業者による広報研修（R5年3月8日）
・支部広報委員のスキルの向上が図れたとともに、
次年度の定期
広報誌の連載企画に役立てた。

内部体制の強化② 委託事業者による広報資材改良（4点）
・普段使用しているチラシやDMを添削いただくこと
により、第三者の視点から広報物の課題に気づく
きっかけとなった。

3.具体的施策 –令和4年度施策一覧-
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“「健康の現在値（いま）」を見る”ための啓発等に向けて、協会けんぽ京都支部の保有する分析データや事業告知に関してニュース
を作成、京都の健康に関する課題提起や注意喚起について等、社会性の高い情報づくりを意識してリリースした。

①2022.11.15
京都府の健康課題。平均寿命と健康寿命、平均約10年の差。
女性の健康寿命は全国最下位。男性は8.69歳、女性は13.67歳差

リリース手法と結果

①アットプレス（ニュース配信サイト）配信
→20サイトに自動転載＋転載先のメディアの保有するSNS
（Twitter）のフォロワー数計6,521件に表示
→保健・医療専門メディア保健指導リソースガイド

②個別プロモート(委託先によるメディアへのニュース送付や架電)
→KBS京都テレビ「勇さんのびわ湖バイタル研究所」
（トーク番組）

3.具体的施策 –報道機関向けアプローチ①（ニュースリリースの作成・配信）-
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※出典：保健指導リソースガイド 2022.11.22掲載

URL：https://tokuteikenshin-hokensidou.jp/news/2022/011736.php
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②2023.1.16.
協会けんぽ京都支部の40 歳以上の加入者を対象に調査分析。
約半数が「生活習慣病」または、その「予備群」の可能性

リリース手法と結果
①アットプレス（ニュース配信サイト）配
信
→24サイト自動転載＋転載先のメディアの
保有するSNS（Twitter）のフォロワー数計
28,974件に表示
→保健指導リソースガイド（医療職者メ
ディア）
→教育家庭新聞

②職員による記者クラブ（府政・経済）持
ち込み
→京都新聞紙面、WEB（取材対応あり）
→KBS京都「きょうとDAYS」（ニュース番

組）

③個別プロモート(委託先による送付や架電)

3.具体的施策 –報道機関向けアプローチ③（ニュースリリースの作成・配信）-
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※出典：保健指導リソースガイド 2023. 1.17掲載

URL：https://tokuteikenshin-hokensidou.jp/news/2023/011883.php
※出典：京都新聞 2023.2.7朝刊
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③2023.3.8.
京都の加入者の健康保険料率は１０．０９％と令和４年度から上昇。
料率算定の基礎となる医療費がコロナ禍以前の水準に。
生活習慣病予防健診の費用補助率がさらに10％上乗せへ（62％
→72％）

リリース手法と結果
①アットプレス（ニュース配信サイト）配信
→27サイト転載

②職員による記者クラブ（府政・経済）持ち込
み
→産経新聞紙面（速報リリース内容も併せて
TEL質問あり）

③個別プロモート(委託先による送付や架電)→
へるすあっぷ21

3.具体的施策 –報道機関向けアプローチ③（ニュースリリースの作成・配信）-

10※出典：へるすあっぷ21（NO.463） 2023.5.1掲載



機密性2

記事型広告（広告出稿料を支払い、メディア記者へ取材申し込みを行う手法）という手段を活用し、第三者視点で意見を
伝えることで説得力のある情報発信を目指した。記事では、「長く健康でいるポイントと、それに対して協会けんぽはど
のようなサポートをしているのか」について取り上げた。

・京都新聞とのタイアップでは協会職員（広報担当）へのインタビュー記事を掲載。
・合計インプレッション数（表示されたのみの件数）：3,051,511件
・PV数（中身が閲覧された件数）：2,725PV
・その他手法のメリット：支部HP、特設ページに比べ、メディアの発信力により検索ワードにかかりやすくなる効果があ
る。また、記者とコミュニケーションを取ることができることから、メディアが求める情報について理解を深めることが
できる。

3.具体的施策 –メディアタイアップ施策①（京都新聞）－

-
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京都新聞WEB
≪どう生きる？ 人生100年時代協会けんぽ京都支部「健康の現在値（いま）をみよう」プロジェクト≫

※出典：京都新聞Web どう生きる？人生100年時代 協会けんぽ支部「健康の現在値（いま）をみよう」プロジェクト 2022.11.10掲載
URL：https://www.kyoto-np.co.jp/articles/-/879083
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京都新聞WEBタイアップ施策同様、記事型広告という手段を活用した。記事では、「京都の女性の健康寿命は全国最下
位」であることを受け「今こそ女性の健康を考えよう」という内容について取り上げた。

・京都新聞と同様、メディアタイアップ記事広告という手法を採用し、シティリビング京都において、生活・暮らしの
面から発信。また、京都府の女性が健康寿命最下位ということから女性向けの情報発信が必要で
あるとし、読者の7割が女性である上記メディアを採用した。

・手法のメリットは前述のとおり。加えて、本施策では事業所担当者（宣言事業所）に、協会事業のインフルエンサー
的役割を発揮いただきたいと考え、事業所との座談会を行っている様子を記事化することとした。

・協会からの出演は支部保健師が行うことで、“協会けんぽには保健師が常駐しており、府民の健康づくりを推進して
いる”ことをアピールした。

3.具体的施策 –メディアタイアップ施策②（シティリビング京都WEB）-
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シティリビングWEB京都
≪35歳は健康の曲がり角？！今こそ京都の女性の健康を考えよう≫

※出典：シティリビングWeb 「35歳は健康の曲がり角？！ 今こそ京都の女性の健康を考えよう」 2023.1.25掲載
URL：https://city.living.jp/osaka/f-osaka/1357883
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本部および京都支部の公式サイトの内容を、一般向けに分かりやすくまたは補完するコンテンツを集約するサイトとして、LP（特設
サイト）の役割を設定。
・さらにリリースやメディアタイアップ記事と同期した内容のコンテンツを作成、展開した。
・コンテンツ制作においては、支部保健師の協力のもと拡充した。“健診結果の見方”“特定保健指導を受けてみた”などの企画におい
て、健診を受けた後の行動を促すという、京都支部の課題に応じたコンテンツを作成した。
・今後も内部の知見、リソースを活用した事業所および加入者の行動を促すコンテンツを掲載し、啓発に資するウェブサイトとして
展開を検討する。

3.具体的施策 –自社メディアを充実させるための施策（LP制作）-
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② 健診結果の見方（向き合い方）にフォーカスした記事

③ 特定保健指導で行われる対話の内容にフォーカスした記事

④ 保険料の有効活用にフォーカスした記事

⑤ 健診（生活習慣病予防健診のご案内）

①

②

③

④

⑤

① 性別・年代は同じ3人のモデ
ルの生活習慣にかかわる数値
を比較して自身の生活習慣に
気づきを持ってもらう動画
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3.具体的施策 –支部職員の広報研修の取り組み・既存の広報物（チラシ・DM）改良の取り組み-

【支部職員向け広報研修】
広報活動における職員の知識・ノウハウの蓄積を目的として支部職員を対象とした広報研修を実施した。
・主に支部の広報委員、企画総務グループ広報担当を対象とし実施した。
・情報収集、情報整理などの基礎的な活動が自立して行えるようなプログラムを行った。
・令和４年度は「加入者目線とは何か」についてをテーマに、既存の広報物の改良ポイントや情報開発について学習した。
（令和３年度は「ナッジ理論」という行動経済学について学習した。この理論に基づき、加入者の自発的な行動を促すための
ノウハウを身に着けることができた。）

【広報物改良の取り組み】
既存のチラシやDM等の改良アドバイスを受託者から受け、改良に取り組んだ。
・下の特定健診受診勧奨DMの改良例が、メディア（日経ビジネス2022/5/23発売号）に掲載された。
※受託者が、行動経済学特集の一例として取材を受ける形での掲載

・学習したことを活かし、取り組み実施後においては支部の職員が自発的に広報物を見直す動きがみられる。

特定健診受診勧奨DM
Before

After

14
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5.令和5年度の方針

協会けんぽ京都支部の、社会との関係性の深化と明示

「健康白書」の作成

これまでの取り組みにおいては、加入者に対しての情報発信はもちろん、特に加入者へ適切に情報が伝播するように、加入者の
周囲（特に事業所と地域メディア）とのコミュ二ケーションを拡充させながら推進してきたところである。
今後は、上記のようなステークホルダーとの連携を継続して拡充させるとともに、さらに業界団体等との連携を深め、業界の課題
解決を健康づくりの面からサポートする。
また、それを社会に対して明示することで、支部における事業の認知度の向上、ブランディングにつなげたいと考えている。

健康づくりにおけるステークホルダーとの「データを使ったコミュニケーション」の構想
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これまでの支部の統計情報については、加入者にとってわかりにくいものであった。
保有するデータをよりわかりやすくみせるため、令和5年度「健康白書」（広報用データブック）の作成により、保有す
るデータをわかりやすく発信することを予定している。
支部の広報ツールとして、医療・健康に関する分析データを取りまとめ、京都支部の健康状態を見える化し、加入者

に京都の「現在値（いま）」を確認いただき、加入者のヘルスリテラシーを高めるためのもの。

運輸業（その他運輸業、道路貨物運送業）の事業所ならびに関係事業所団体
（京都府トラック協会・京都府バス協会・京都府タクシー協会）
〈重点を置く理由等〉
加入事業所の健康診断等のデータを業態別に分析したところ、冠動脈疾患リスク（吹田スコア、相対危険度）が京都支部
平均より高いという健康課題があることがわかっているため。

〈到達目標〉
・運輸業における加入者の冠動脈疾患リスク低減に向けた生活習慣改善についての啓発
・トラック協会の「働きやすい職場認証制度」等の認証制度とあわせた健康経営を進める事業所の拡大とフォローアップ

コミュニケーションを強化するうえでさらに重点を置く団体について

コラボイメージ：事業所との座談会の実施、採録、記事化
働く環境が健康であるために、重視されていること等について聞き取り、コンテンツを作成することを検討。


